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渡
越
し
た
、
と
推
論
さ
れ
て
い
る
。

帽
ト
メ
・
コ
レ
ア

一
六
二
三
年
（
元
和
九
）
、
モ
ル
ッ
カ
諸
島
中
の
ア
ン
ボ
イ
ナ
島
で
虐
殺
事

件
が
起
こ
り
、
そ
の
犠
牲
と
な
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
人
に
処
刑
さ
れ
た
人
び
と
の

中
に
ト
メ
・
コ
レ
ア
含
言
弓
言
吊
巴
な
る
者
が
い
た
。
お
そ
ら
く
、
彼
も

一
度
日
本
に
渡
り
、
転
じ
て
同
地
に
行
き
、
こ
の
悲
運
に
遭
っ
た
朝
鮮
出
身

の
人
物
で
あ
る
う
へ
閲
〉
。

、
ペ
ド
ロ
・
コ
レ
ア

ペ
ド
ロ
・
コ
レ
ア
令
ｇ
ｇ
ｇ
吊
巴
は
、
、
ハ
タ
ビ
ア
在
住
民
の
洗
礼
簿
一

六
三
五
年
九
月
二
日
条
に
、
バ
タ
ビ
ア
移
住
日
本
人
の
娘
マ
リ
ヤ
の
洗
礼
に

立
ち
会
っ
た
堺
出
身
の
人
物
と
い
う
。
彼
も
ま
た
、
朝
鮮
か
ら
日
本
に
渡
来

し
、
な
ん
ら
か
の
機
会
に
同
地
に
転
住
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
へ
鮒
〉
。

⑧
マ
リ
ナ
・
パ
ッ
ク

若
く
し
て
日
本
に
渡
航
。
一
六
○
六
年
（
慶
長
一
二
、
ゼ
ス
ス
会
の
宣
教

師
に
よ
っ
て
洗
礼
を
受
け
（
畜
亘
呂
蚕
ｇ
巳
、
そ
の
後
、
日
本
か
ら
追
放
さ

れ
、
マ
ニ
ラ
に
行
き
、
一
六
三
六
年
（
寛
永
一
三
）
五
月
二
五
日
に
六
二
歳
で

昇
天
し
た
。
朝
鮮
出
身
の
女
性
で
あ
る
（
〃
）
。

側
朝
鮮
国
人
（
姓
名
不
詳
）

長
く
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
住
ん
で
い
た
。
の
ち
一
六
四
二
年
（
寛
永
一
九
）
、
ル

ビ
ノ
に
従
っ
て
日
本
に
潜
入
し
た
が
、
長
崎
で
穴
つ
る
し
と
な
っ
た
〈
鮒
〕
。

Ⅲ
朝
鮮
国
人
（
姓
名
不
詳
）

『
明
実
録
』
一
六
○
九
年
（
万
暦
三
七
、
慶
長
一
四
）
五
月
二
日
条
に
、
日

本
か
ら
の
呂
宋
渡
航
船
の
中
に
、
先
年
、
倭
の
た
め
に
虜
せ
ら
れ
、
転
売
さ

れ
た
朝
鮮
国
人
が
い
た
。
岩
生
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
年
の
呂
宋
渡
航
船
は
、

前
掲
挙
例
の
人
物
中
、
ト
ン
キ
ン
の
女
通
詞
と
し
て
外
交
畑
で
活
躍
し
た
と

さ
れ
る
ウ
ル
ス
ラ
に
関
し
て
は
、
朝
鮮
人
説
と
日
本
人
説
が
唱
え
ら
れ
、
そ
の

出
自
が
分
明
で
な
い
。
朝
鮮
人
説
は
、
一
六
三
七
年
一
月
三
一
日
に
平
戸
で
オ

ラ
ン
ダ
商
館
長
カ
ー
レ
ル
・
ハ
ル
チ
ン
ク
が
ト
ン
キ
ン
に
渡
航
す
る
ヴ
ィ
セ
ン

ト
・
ロ
メ
イ
ン
と
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
。
サ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ト
の
両
人
に

与
え
た
指
令
中
の
文
言
、
ウ
ル
ス
ラ
Ⅱ
朝
鮮
の
出
身
、
な
ど
を
典
拠
と
し
、
一

方
、
日
本
人
説
は
、
同
じ
く
一
六
三
七
年
正
月
、
平
戸
を
出
帆
し
て
ト
ン
キ
ン

に
向
か
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
船
グ
ロ
ル
号
の
航
海
日
誌
に
み
え
る
、
日
本
婦
人
ウ
ル

サ
ン
Ｓ
貝
扇
困
↓
口
昌
‐
雷
己
な
ど
に
依
拠
し
て
唱
え
ら
れ
て
き
た
（
Ⅱ
）
。
た

と
え
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
の
日
本
町
や
貿
易
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

岩
生
氏
は
、
最
初
ウ
ル
サ
ン
と
ウ
ル
ス
ラ
は
同
一
人
物
で
、
日
本
人
と
解
釈
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
、
別
の
論
稿
で
は
、
前
稿
と
の
不
一
致
に
つ
き
明
確
な
言
及

は
な
い
が
、
ウ
ル
ス
ラ
ー
朝
鮮
人
、
と
解
釈
を
改
め
ら
れ
、
ご
く
最
近
で
は
、

五
野
井
隆
史
氏
が
こ
の
問
題
を
專
論
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
ウ
ル
ス
ラ
Ⅱ
日

本
人
説
を
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
と
て
確
た
る
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
、
あ
え
て
大
胆
な
推
測
が

許
さ
れ
る
な
ら
、
ウ
ル
ス
ラ
と
ウ
ル
サ
ン
は
同
一
人
物
で
あ
り
、
彼
女
は
も
と

朝
鮮
人
で
あ
り
、
日
本
に
連
行
の
後
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部
ト
ン
キ
ン
で
活
動
す
る

に
至
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
女
を
日
本
人
と
す
る
の
は
、
確
か
に
日
本
に
も
住
み
、

日
本
語
を
理
解
し
得
た
こ
と
と
、
日
本
の
地
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
渡
航
し
た
事
情

な
ど
に
起
因
し
た
誤
伝
で
は
な
い
か
、
と
推
考
す
る
。
よ
っ
て
、
前
掲
渡
航
朝

末
吉
孫
左
衛
門
・
小
西
長
左
衛
門
ま
た
は
安
当
仁
か
ら
せ
す
の
三
者
の
う
ち

の
一
で
あ
っ
た
ろ
う
、
と
い
う
〈
閲
）
。
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注（
１
）
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
九
三
、
唐
紀
九
、
太
宗
貞
観
五
年
（
六
三
一
）
十
二
月

条
。
小
稿
で
は
、
本
文
中
、
文
献
史
料
に
記
さ
れ
た
奴
脾
を
奴
隷
な
る
語
で

表
示
し
た
場
合
が
あ
り
、
両
語
を
峻
別
し
て
用
い
て
い
な
い
。
本
来
、
身

分
的
・
法
的
に
表
現
さ
れ
る
奴
脾
と
、
階
級
的
概
念
で
あ
る
奴
隷
と
は
判

然
と
識
別
し
て
使
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
概
念
規

さ
ら
に
そ
の
西
方
に
ま
で
及
び
、
各
々
の
地
域
で
幾
多
の
足
跡
を
遺
し
た
。
一

六
～
一
七
世
紀
初
期
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
の
東
南
ア
ジ
ア
は
、
諸
民
族
の
自
立

的
発
展
（
民
族
的
諸
王
朝
の
形
成
・
発
展
）
、
西
欧
勢
力
の
政
治
的
・
経
済
的
・

宗
教
的
進
出
、
中
国
や
日
本
な
ど
の
商
人
集
団
の
活
動
等
々
、
こ
の
地
域
世
界

に
生
き
る
人
び
と
の
運
命
は
、
諸
外
国
勢
力
の
多
様
な
利
害
・
打
算
と
無
関
係

に
論
じ
ら
れ
な
い
複
雑
な
構
図
を
描
い
て
い
た
。
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
た

ち
は
、
こ
の
よ
う
な
東
南
ア
ジ
ア
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
か
か
わ
り
合
い
を
持
っ

た
の
で
あ
る
。
遙
か
に
祖
国
を
想
い
、
己
の
境
遇
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
東
南

ア
ジ
ア
で
な
に
を
感
じ
、
こ
の
地
域
の
人
や
文
化
と
い
か
に
交
流
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

本
稿
は
、
諸
先
学
の
業
續
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
渡
航
朝
鮮
人
の
問
題
を
通

し
て
、
遠
く
離
れ
た
朝
鮮
と
東
南
ア
ジ
ア
の
接
点
を
求
め
る
た
め
に
筆
を
執
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
事
実
関
係
を
整
理
し
、
問
題
提
起
を
す
る
こ
と
に
終
始
し

た
。
本
題
名
に
「
覚
書
」
を
付
し
た
所
以
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
新
史
料
の
発

見
を
目
指
す
と
と
も
に
、
論
点
を
深
め
、
東
南
ア
ジ
ア
で
活
動
し
た
朝
鮮
人
の

思
い
と
行
動
に
迫
り
た
い
と
考
え
る
。

定
の
問
題
に
は
深
入
り
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

（
２
）
唐
代
の
嶺
南
に
お
け
る
人
身
売
買
・
奴
脾
転
売
に
つ
い
て
は
、
河
原
正
博

『
漢
民
族
華
南
発
展
史
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
）
九
三
九
四
、

九
六
～
一
○
三
各
頁
参
照
。

（
３
）
河
原
前
掲
書
、
一
○
一
、
四
○
四
各
頁
。

（
４
）
『
嶺
外
代
答
』
巻
七
、
金
石
門
、
生
金
条
。

（
５
）
『
三
国
史
記
』
巻
四
四
、
張
保
皐
伝
。

（
６
）
牧
野
巽
「
東
亜
米
作
諸
民
族
に
お
け
る
奴
隷
制
ｌ
序
説
的
試
論
」

（
『
高
田
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
・
社
会
学
の
諸
問
題
』
有
斐
閣
、
一
九

五
四
）
三
一
七
頁
。

（
７
）
『
朝
鮮
世
宗
実
録
』
己
酉
十
一
年
（
一
四
二
九
）
十
二
月
乙
亥
条
「
通
信
使

朴
瑞
生
、
具
可
行
事
件
以
啓
、
…
…
一
、
倭
賊
嘗
侵
略
我
國
、
虜
我
人
民
、

以
爲
奴
脾
、
或
輔
責
遠
國
、
偉
不
永
還
、
其
父
兄
子
弟
、
痛
心
切
歯
、
前

未
得
報
讐
者
、
幾
何
人
乎
、
臣
等
之
行
、
毎
泊
舟
虚
、
被
虜
之
人
、
争
欲

逃
來
、
以
其
主
椥
鎗
堅
固
未
果
、
誠
可
懲
也
、
日
本
、
人
多
食
少
、
多
實

奴
蝉
、
或
窺
人
子
弟
責
之
、
酒
酒
皆
是
（
後
略
ご
・

宋
希
環
著
・
村
井
章
介
校
注
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
（
岩
波
書
店
、
一

九
八
七
）
漁
舟
、
唐
人
、
四
○
頁
。
そ
の
他
、
詳
細
は
石
原
道
博
「
倭
憲

と
朝
鮮
人
俘
虜
の
送
還
問
題
㈲
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
九
輯
、
一
九
五
五
）
七

四
～
七
七
頁
、
同
名
論
文
目
（
同
誌
、
一
○
輯
、
一
九
五
五
）
七
九
頁
参
照
。

倭
憲
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
は
、
田
中
健
夫
『
倭
憲
海
の
歴
史
』
（
教

育
社
、
一
九
八
二
）
一
～
二
四
○
頁
、
同
「
「
前
期
倭
憲
」
「
後
期
倭
冠
」

と
い
う
よ
び
方
に
つ
い
て
」
（
『
対
外
関
係
と
文
化
交
流
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
二
）
三
七
三
～
三
七
七
頁
参
照
。
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（
岨
）
相
田
前
掲
論
文
、
二
○
六
頁
。
ョ
ハ
ネ
ス
・
ラ
ウ
レ
ス
『
高
山
右
近
の
生

涯
Ｉ
日
本
初
期
基
督
教
史
ｌ
』
王
ン
デ
ル
レ
書
店
、
一
九
四
八
）
二

二
三
頁
。

（
別
）
榎
一
雄
『
商
人
カ
ル
レ
ッ
テ
ィ
』
（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
四
）
七
七
、
八

二
～
八
三
各
頁
。

（
別
）
山
口
前
掲
書
、
一
三
頁
。
岩
生
前
掲
書
（
一
○
七
～
二
○
頁
）
に
は
、
バ

タ
ビ
ア
在
住
日
本
人
が
関
係
し
た
奴
隷
取
引
価
格
に
関
す
る
貴
重
な
資
料

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
〃
）
シ
ュ
タ
イ
シ
ェ
ン
前
掲
書
、
一
二
七
～
一
二
八
頁
。
姉
崎
正
治
『
切
支
丹

伝
道
の
興
廃
』
（
同
文
館
、
一
九
三
○
）
三
一
六
～
三
二
一
頁
。

（
羽
）
各
人
の
う
ち
出
典
名
の
注
記
が
な
い
の
は
、
本
稿
の
他
の
個
所
で
引
用
済

み
故
、
割
愛
し
た
た
め
で
あ
る
。

（
別
）
近
藤
守
重
『
亜
婚
港
紀
略
藁
』
上
、
地
名
及
往
来
之
事
附
令
條
、
寛
永

十
九
年
（
一
六
四
二
）
午
長
崎
平
戸
町
人
別
帳
。
同
人
別
帳
に
よ
る
と
、

夫
の
川
崎
や
助
右
衛
門
も
高
麗
の
者
で
あ
り
、
同
町
の
池
本
小
四
郎
の
父

も
高
麗
出
身
だ
っ
た
と
い
う
。

（
閲
）
岩
生
成
一
「
モ
ル
ッ
カ
諸
島
移
住
日
本
人
の
活
動
」
（
『
台
北
帝
国
大
学

文
政
学
部
史
学
科
研
究
年
報
』
五
輯
、
一
九
三
八
）
一
四
六
～
一
四
八
頁
。

同
「
安
南
国
渡
航
朝
鮮
人
趙
完
壁
伝
に
つ
い
て
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
六
、

一
九
五
四
）
八
頁
。

（
朋
）
岩
生
前
掲
論
文
（
一
九
三
八
）
一
四
五
～
一
四
七
頁
。

（
”
）
○
○
匡
三
両
司
四
コ
。
房
○
○
農
四
ヶ
○
吋
画
く
の
。
、
の
揮
○
の
臺
己
、
け
の
ユ
○
ｍ
ア
で
○
ｍ
寸
○
匡
ｏ
ｏ
ｍ

ユ
の
し
○
ｍ
○
ず
門
の
村
○
ｍ
ユ
の
衿
の
○
○
ヨ
で
四
コ
』
の
ユ
の
』
の
、
口
、
。
甸
匡
コ
ユ
、
○
』
○
二
『
三

勺
司
○
函
司
の
ｍ
ｍ
Ｏ
ｍ
ユ
の
、
こ
む
司
○
く
粋
．
○
』
、
の
．
湾
四
ｍ
岸
、
』
の
、
『
』
』
』
で
』
．
、
、
。

エ
』
、
苛
○
司
粋
、
ユ
○
ｍ
で
○
吋
の
済
む
、
Ｑ
村
の
『
、
○
○
岸
陰
画
・
勺
の
司
哉
の
で
司
粋
ヨ
の
『
ｍ
ｍ
ｍ
ｏ
、
堅
の

ｑ
の
』
○
ｍ
宝
の
コ
ニ
、
○
吋
』
前
○
ｍ
ユ
の
樟
勺
、
ユ
吋
の
で
の
ユ
吋
○
○
蓉
粋
制
澤
口
○
・
・
・
・
画
四
吋
○
の
』
○
言
四
一

石
○
○
’
○
空
ず
○
雪
の
国
》
宅
や
、
。
②
２
琶
委

（
湖
）
姉
崎
前
掲
書
、
四
四
一
頁
。

（
的
）
『
明
実
録
・
神
宗
実
録
』
巻
四
五
八
、
万
暦
三
十
七
年
（
一
六
○
九
）
五
月

壬
午
「
有
倭
船
漂
入
閏
洋
小
埋
者
、
舟
師
追
至
潭
港
及
仙
崎
、
獲
夷
衆
二

十
七
人
、
課
係
日
本
商
夷
往
販
異
域
、
爲
風
瓢
閣
、
其
中
有
朝
鮮
國
人
、

先
年
爲
倭
所
虜
、
而
輔
責
者
、
次
爲
呂
宋
、
爲
西
番
、
或
寶
身
爲
使
令
、

或
附
舟
歸
國
」
・
岩
生
前
掲
論
文
（
一
九
五
四
）
七
頁
。

（
帥
）
朝
鮮
人
説
に
つ
い
て
は
、
レ
オ
ン
。
パ
ジ
ェ
ス
著
・
吉
田
小
五
郎
訳
『
日

本
切
支
丹
宗
門
史
』
上
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
）
一
七
七
頁
。
岩
生
前

掲
論
文
（
一
九
五
四
）
九
頁
。
同
『
新
版
朱
印
船
貿
易
史
の
研
究
』
（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
五
八
）
四
五
二
頁
参
照
。
日
本
人
説
に
つ
い
て
は
、
岩
生

成
一
「
江
戸
時
代
初
期
ト
ン
キ
ン
在
住
日
本
人
」
（
『
歴
史
地
理
』
五
三

キ
ム
・
ヨ
ン
コ
ン

巻
六
号
、
一
九
二
九
）
五
三
～
五
六
頁
、
金
永
鍵
『
印
度
支
那
と
日
本
と

の
関
係
』
（
冨
山
房
、
一
九
四
三
）
五
二
～
五
五
、
六
五
各
頁
。
五
野
井
隆

史
「
ト
ン
キ
ン
の
日
本
人
女
通
詞
ウ
ル
ス
ラ
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』

四
八
六
号
、
一
九
八
八
、
八
九
～
九
二
頁
）
参
照
。
研
究
会
で
は
、
ウ
ル

ウ
ル
サ
ン
‐

サ
ン
は
地
名
蔚
山
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
を
受
け

た
。

（
別
）
岩
生
前
掲
論
文
（
一
九
五
四
二
～
一
二
頁
。

（
躯
）
『
外
蕃
通
書
』
（
『
近
藤
正
斎
全
集
』
第
一
、
国
害
刊
行
会
、
一
九
○
五
）

（
マ
マ
）

第
一
二
冊
、
安
南
国
警
二
、
安
南
国
文
理
侯
達
書
「
安
南
國
又
安
虚
總
大
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